
2020年3月期通期個別業績予想数値の修正（2019年4月1日～2020年3月31日）

修正の理由
本日開催の取締役会において、好調な受注環境のもと、短納期である先行製作車の販売等の寄与により、売上高の増加
等、業績向上が進んだことから、2019年５月14日に公表した通期業績予想を修正いたします。
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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ

最近の業績動向を踏まえ、2019年５月14日に公表した業績予想及び配当予想を下記の通り修正いたしまし
たのでお知らせいたします。

記

● 業績予想の修正について

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 10,600 858 880 605 108.84
今回修正予想(B) 11,500 955 980 676 121.61
増減額(B-A) 900 97 100 71
増減率(%) 8.5 11.3 11.4 11.7
（ご参考）前期実績
（2019年3月期）

10,611 863 890 605 108.90

● 配当予想の修正について

2020年３月期(予想) 期末配当金の内訳 普通配当12円00銭 特別配当30円00銭
2019年３月期 期末配当金の内訳 普通配当12円00銭 特別配当25円00銭

修正の理由
当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題のひとつとして認識しており、継続的・安定的な配当を行ってまいりまし
た。
2020年３月期は、期初計画を上回る売上高・利益を計上できる見込みとなりました。これを踏まえ、2020年３月期の期末配
当においては、１株当たり12円の普通配当に特別配当30円を加え、期末配当を１株当たり42円といたします。
今後も、従来以上に株主の皆様への利益還元を行うことを重視し、１株当たり12円の普通配当を維持することを基本とし、
業績の状況により特別配当を加え、配当性向35％を意識し取り組んでまいります。

(注) 上記の予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は、
今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以 上

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

前回予想
（2019年5月14日発表）

― 0.00 ― 37.00 37.00

今回修正予想 ― ― ― 42.00 42.00
当期実績 ― 0.00 ―
前期実績
（2019年3月期）

― 0.00 ― 37.00 37.00


